
自
衛
隊
荒
川
区
協
力
会
会
長
（
片
岡
正
光

次
い
で
、
第
２
術
科
学
校
へ
移
動
し
、

し
、
そ
の
危
険
性
と
重
要
性
を
深
く
認
識

た
。

自衛隊荒川区協力会による「海上自衛隊横須賀基地」研修

当
事
業
は
会
員
の
相
互
連
携
と
海
上
自

は
じ
め
に
、
掃
海
母
艦
「
う
ら
が
」
の

安
全
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
状
況
を
確
認

時
の
海
軍
解
散
か
ら
海
上
警
備
隊
創
設
、

台
東
出
張
所
で
は
、
適
宜
協
力
者
及
び

い
く
と
し
て
い
る
。

氏
）
の
発
意
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

体
感
す
る
と
と
も
に
、
現
在
も
、
過
去
に

ま
た
、
艦
内
で
担
当
者
が
腕
に
よ
り
を

た
。
参
加
者
は
皆
感
慨
深
い
様
子
で
担
当

か
る
印
象
的
な
説
明
で
、
海
上
自
衛
隊
に

と
自
衛
隊
の
宣
誓
の
違
い
や
海
軍
か
ら
の

対
す
る
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
。
周
り
の

人
に
も
伝
え
た
い
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い

陸上自衛隊土浦駐屯地研修で「予科練の記憶」を辿る

東
京
地
本
台
東
出
張
所
は
、
７
月
６
日
、

東
京
地
本
台
東
出
張
所
は
、
７
月
９
日
、
都
内

の
大
学
生
、
大
学
院
生
及
び
教
授
の
計
８
名
に
対

浦
駐
屯
地
及
び
武
器
学
校
の
沿
革
・
概
要
等
に
つ

わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
土
浦
駐
屯
地
広
報
援
護
班
か
ら
土

し
て
陸
上
自
衛
隊
土
浦
駐
屯
地
研
修
を
実
施
し
た
。

当
事
業
は
募
集
対
象
者
及
び
学
校
関
係
者
の
自

在
学
し
て
い
る
田
中
３
空
佐
と
の
連
携
に
よ
り
行

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
小
火
器
コ
ー
ナ
ー
の
見

「
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
一
度
に
見
た
の
は
は
じ
め

件
」
で
当
時
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ス
テ
ッ
キ
銃

て
」
と
の
感
動
の
声
や
、
中
に
は
「
虎
ノ
門
事

衛
隊
へ
の
理
解
促
進
を
図
り
、
自
衛
官
へ
の
志
願

で
は
展
示
さ
れ
て
い
る
予
科
練
出
身
者
の
遺
書
、

に
繋
げ
る
た
め
、
現
在
、
拓
殖
大
学
院
生
と
し
て

学
を
行
っ
た
。
小
火
器
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
火
縄
銃

小
銃
・
機
関
銃
の
実
銃
約
７
０
０
点
の
展
示
に
、

か
ら
自
衛
隊
で
装
備
し
て
い
る
銃
な
ど
国
内
外
の

表
し
て
い
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
の
深
さ
に
皆
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を
実
施
し
た
。

に
対
し
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
研
修

銃
だ
と
は
思
え
な
い
。
歴
史
の
一
端
を
感
じ
ら
れ

る
部
隊
研
修
を
実
施
し
て
募
集
基
盤
の
強
化
、
拡

せ
つ
つ
「
死
を
意
識
し
た
時
の
心
の
動
き
、
思

台
東
出
張
所
で
は
、
適
宜
募
集
対
象
者
に
対
す

(

同
類
型)

も
あ
り
、「
話
に
は
聞
い
た
が
実
際
に

て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

遺
品
等
を
見
学
し
、
当
時
の
人
た
ち
へ
思
い
を
馳

充
に
繋
げ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

最
後
は
、
予
科
練
平
和
記
念
館
、
雄
翔
園
及
び

感
慨
深
い
様
子
で
聞
き
入
る
と
と
も
に
、
雄
翔
館

考
、
行
動
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
、
人
生
そ
し
て
平

自
衛
隊
荒
川
区
協
力
会
の
会
員
等

名

衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
た
め
、

艦
橋
や
艦
内
を
見
学
し
、
加
圧
装
置
等
の

様
々
な
機
能
や
従
来
の
掃
海
母
艦
に
比
べ

５
倍
以
上
に
大
型
化
さ
れ
た
艦
艇
の

２
．

大
き
さ
を
体
感
す
る
と
と
も
に
、
現
在
も
、

過
去
に
敷
設
さ
さ
れ
た
艦
艇
の
大
き
さ
を

敷
設
さ
れ
た
機
雷
の
処
理
に
よ
り
海
路
の

し
た
。

か
け
て
作
っ
た
渾
身
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の

体
験
喫
食
も
参
加
者
に
大
変
好
評
で
あ
っ

海
上
自
衛
隊
創
設
資
料
室
に
お
い
て
終
戦

海
上
自
衛
隊
へ
移
行
し
た
歴
史
を
確
認
し

者
の
説
明
に
聞
き
入
り
、「
警
備
隊
の
宣
誓

伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ

た
。

募
集
対
象
者
に
対
す
る
部
隊
研
修
を
実
施

し
て
募
集
基
盤
の
強
化
、
拡
大
に
繋
げ
て

使
用
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
、
芝
生
の
７
石
は
予
科

雄
翔
館
の
研
修
を
行
っ
た
。
雄
翔
園
は
日
本
列
島

練
生
の
制
服
の
７
つ
ボ
タ
ン
と
世
界
の
七
大
洋
を

を
模
し
て
造
ら
れ
た
庭
園
で
あ
り
、
各
地
の
土
を

和
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

貴
重
な
研
修
だ
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。


